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小・中・高校における金融経済教育 
 

大藪 千穂 氏 
（岐阜大学 副学長 教育学部 教授） 

 

皆さんこんにちは。岐阜大学教育学部の家庭教育講座という家庭科

の先生を養成するところで 32 年ほど働いております。本日はよろし

くお願いします。 

 
私は皆さんよりおそらく年齢は上だと思いますが、小さい時に、こ

れが儲かるとか、こっちのお店の方が安いといったお金のことを言う
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のは良くないと言われた方もいらっしゃるのではないかと思います。

ただ、お金さえあれば何でもできるという考え方と、お金のことは口

にしてはいけないという、日本人の金銭感覚はなんとなく皆さんはよ

くご存知だと思います。学校教育でも同じで、排金主義的な考えの方

が根強く、これまで十分に教育の中でお金のことを勉強するという機

会はあまりなかったのではないかと思います。今日は金融経済教育が

今どういう状況になっているのか、小・中・高校の金融経済教育につ

いて話をしていきたいと思います。 

 

【金融経済教育の現状】 

 
現在、世界でよく使われている金融リテラシー尺度というのがあり、

インフレ、複利、分散投資（割引現在価値）について、どのぐらい分

かっているかというのがよく聞かれていますが、日本の正解率は 47%

で非常に低いと言われています。低いと言っても、アメリカが 50%な

ので、それほどかなという感じもしますが。ではこれらのことを習っ

ているのかというと、習っていないのではないか、習っていないもの

はやはりよく分からないですよね。私が関心を持ってるのは、今の学

習指導要領や教科書で習っている内容から金融リテラシー尺度を作っ
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て、リテラシーがどれだけあるかを知った方がいいのではないかとい

うことを思っています。 

 

実際に、OECD の金融経済教育で金融経済教育の定義があり、2020 年

に理事会の勧告があって、そして、国家戦略策定が換告されたりという

ことで、世界的に、金融に関して関心を持たれています。金融リテラシ

ーが低いことによって、破産してしまったり、困っている人もたくさん

いるので、今までは日本も守られてた部分がありますが、やはり、自分

でリテラシーを高めていかなくてはいけないとなってきています。 
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アメリカは、皆さんよくご存知のように、60 年ほど前から金融に関

する事を教えています。特に 1995 年の Jump$tart で、幼稚園から義務

教育までの金融教育を全国規模でしており、日本と 30 年ほどの差が

あります。ただ、アメリカでも色々と問題が起こってきているので、

毎年ではないですが、金融リテラシーを自分たちで知らないといけな

かったり、あるいは法令で決めたりということが、起こっています。

ただ、非常に小さい時から系統だって習っているということはわかり

ます。 

 

 

イギリスの場合は、2000 年ぐらいから国家戦略として策定されてい

るので、25 年ほど前から、リテラシーを作らないといけないというこ

とや、2019 年には国家戦略として策定されたという形になっています

し、今ちょうどファイナンシャル・ウェルビーイングのための英国国

家戦略も起こっています。様々な国が色々取り組んでいますが、アメ

リカやイギリスのはよく知られてるところです。 
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日本の場合は、アメリカもそうですが、経済教育というのは昔から

あり、金融教育、投資教育、消費者教育があり、投資教育は一番上の

レベルだと私は思っています。ここから入ってはいけません。一番ベ

ースの経済のことを分かり、そこから、全部のことが分かってから投

資教育をしなくてはいけないと思います。ただ、高校で投資教育をす

ることになったら、とにかく教えないといけないのではないかとなっ

ており、その辺にアンバランスが生じています。 
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日本には金融広報中央委員会があり、金銭教育と金融教育をずっと

やってきております。小学生に対しては、金銭教育で、健全な金銭感

覚は大事なのですが、社会形成者としてふさわしい人間形成を目指す、

お金のことだけではなく、どういう風にして自立して自分が生きてい

くのか、人間として、子どもたちがどういう風にして生きるかを考え

るような教育をしていかなくてはいけないと示しています。続いて、

中学生から社会人に対しては金融教育ということですが、ここもやは

り主体的に行動できる態度を養う教育というのが大事だと言われてい

ます。 

 

 

10 年ほど前から金融庁で金融経済教育研究会ができており、生活ス

キルとしての金融リテラシーで、金融リテラシー・マップをかなり早

い段階で作っています。これが我が国で初めての金融経済教育の統一

的な学校段階や社会人、高齢者において習得する目安を示したもので

す。 
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一部しか今日はお見せしてませんが、4 分野、家計管理、生活設計、

そして金融知識および金融経済事情の理解、それから外部の知見に対

して、小・中・高校でというふうにして順番に、年齢別にどういった

ことを知らなくてはいけないのかということを示しています。 

 

 

日本では、小泉内閣の 20 年ほど前から、貯蓄から投資が進んできて

いて、金融庁や金融広報委員会など、それぞれ独自にやっていた中で、

貯蓄から投資へ転換していかなくてはいけないということになりまし

た。国としてなかなか社会保障だけでは全員をサポートすることがで
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きないので、自分たちで何とかやってねということなんじゃないかと

私は思うのですけれども、貯蓄だけしていたら、物価上昇すると足り

なくなるかもしれないので、自分で投資してちゃんとやってね、そう

いうようなイメージかと思っています。ただ、この時は、それほど言

われなかったんですね。 

 

 

そのあと、皆さんよくご存知の 2019 年の「老後 2000 万円問題」が、

マスコミで大きく取り上げられます。2000 万円もいるのかと言って、

みなすごく驚いて、そんなに準備できないということで、そこで初め

て現役世代の資産形成の必要性について、やらないといけないのでは

ないのかとなったのです。その後、岸田政権では「資産所得倍増プラ

ン」という、金融経済教育を国家プロジェクトとして位置づけていこ

うという形になって、高校生や大学生が卒業時に、基礎知識を得てい

なくてはいけないということで、皆さんがよくご存知の高校の家庭科

で 2022 年から投資教育が含まれるようになりました。なぜ家庭科な

のかと、社会、公共ではなくてなぜ家庭科にここが入ったのかという

ので、家庭科の先生はびっくりしました。2023 年には金融教育してく

ださい、ということで法令でも決められます。 
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その後、2024 年 4 月から、金融経済教育推進機構、いわゆる金融広

報中央委員会がベースになりながら J-FLEC というのができます。皆

さんご存知だとは思いますが、専門家の集団という形で、どちらかと

言うと学校教育で教えるというよりは、投資などを一般の方たちに指

南していくという形かと思いますが、私も金融広報委員会のアドバイ

ザーをずっとしていたので、J-FLEC でも講師をしています。これまで

は、岐阜県だけとか、せいぜい愛知とか、京都とかの近場のところだ

ったのですが、J-FLEC になったら、例えば、オンラインで広島とか九

州の方だとかいうところに研修や講義をすることも可能になっていま

す。そういうのも今、始まりつつあるというところです。 
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J-FLEC ではリテラシー・マップの内容に沿いながら、標準講義資料

を今私も作ってる最中なのですが、元々リテラシー・マップにあるよ

うな内容のところを、実際に学校の先生が教えられるような指導案を

作成してホームページにアップしています。J-FLEC が提供している標

準講義資料の目次で、小学校は低学年、中学年、高学年と 3 つあり、

3 時間から 5 時間です。中学校が 7 時間分、高校が 7 時間分のものが、

2025 年 5 月 30 日に公表して、また第 2 弾、第 3 弾と作る予定です。

例えば、中学校になってくると、金融生活設計、家計管理、資産形成、

保険、ローン・クレジット、金融トラブルが入っているのですが、保

険や生活設計は文科省が作っている学習指導要領では入ってない内容

になっています。高校になって初めて、生活設計が扱われ、金融資産

形成が入ってきたというのが新しいことなので、リテラシー・マップ

と学習指導要領は合っていないというところが、学校の先生としては

使いにくいのかもしれません。学習指導要領の変更が話し合われてい

ますので、その辺は今後考えなくてはいけないかもしれません。日本

では、学習指導要領があり、学習指導要領に沿って教科書が作られて

います。10 年ごとぐらいに学習指導要領は変わっていきます。その時

代に合わせたものに変わっていって、教科書も数年ごとに作り直すと
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いうことで、ちょうど令和 7 年から新たな学習指導の内容が話し合わ

れてる最中です。新たな学習指導要領が出てきたら、それを見ながら、

教科書がまた新しく作られます。作成に関わったりもしたのですが、

かなり前に作るので、その時には最先端のものを入れているつもりで、

これは教えなきゃだめだろうと言って入れるのですが、教科書が出来

上がって、実際に授業し始めると、少し古くなってくるのですが、教

科書自体はなかなか変えられないです。それと、家庭科では、新たな

領域の見直し案が示されておりますが、現在は高校で A 家族・家庭生

活、B 衣食住、C 消費生活・環境に分かれていますが、お金に関する

ことはこの C 領域になります。以前は衣食住が分かれていて、やはり

家庭科というと、料理だろうとか、洋服だろうと皆さん思われると思

うので、そこがすごく強かったのですが、消費生活が増えてきていま

す。食に関しても実際に自分で畑から作っている人は少なくて、洋服

だって本当に家で全部作っていますかといったら作っていなくて、皆

さん買ってきたものを、せいぜい、まつりぬいとかボタンをつけると

かいうぐらいだと思います。なので、やはり消費のところが強くなっ

たっていうことで、この C が独立して出てきたっていうのは、大きい

ことだなと私は思います。また衣食住が分かれて、生活経営・消費生

活、という形にはなるかと考えられていますが、弱くはならないとは

思います。 
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【学校教育における金融経済教育】 

 

学校教育における金融経済教育、小・中・高校の特に家庭科の話を

したいと思います。その中でも、やはり C 領域は消費生活と環境も入

っているわけです。つまり環境のこともやらないといけないというこ

となので、お金のことだけをできるのではないということです。一昨

年ぐらいから学生と一緒にゼミで研究しているのは、キーワードを取

り出して、それからもう 1 つ、学習指導要領だけではなく、最近の金

融状況で入れないといけないのではないかというようなキーワードを

設定して、何を教えたらいいかということを考えて、授業実践をして

みて、そこから金融リテラシー尺度を、先ほど言っていたインフレと

かそういうのではなく、今の学生に教えている内容で、どれだけ理解

できてるかというのを作って、それに基づいた授業実践をするという

のをこの 2 年ほどやっています。 
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問題だと思うのは、家庭科だとか、公民、社会科において、金融に

関する内容をどれだけの時間が使えるのかということです。小学校は

115 時間あるうちの家庭科で 6 時間使えたらいい方です。中学校は、

基本 1 年生と 2 年生で、それぞれ 35 時間、35 時間の計 70 時間ぐらい

あります。その中で一番数的に多く 14 時間、15 時間使っているのが、

食のところで調理実習などもありますし、あとは被服です。被服のと

ころが一番多くて住居も 6 時間です。C 領域のところが、なんとか増

やして 10 時間です。社会科の方が少し多くて 25%です。高校は、家庭

科は家庭基礎と家庭総合という 2 つに分かれており、2 単位と 4 単位

というのがあって、学校によって選びますので、進学校とかで C のと

ころで 6 時間ぎりぎり使えて、専門校とかで、頑張って 12 時間ぐらい

使えるかなと言っていましたが、せいぜいこのぐらいだということで

す。 
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家庭科の小・中・高校の消費生活と環境の C 領域の内容についてで

すが、小学校は物や金銭の使い方のお金関係です。中学校になります

と、これも金銭の管理と購入というところです。あとは情報が入り、

そして消費行動と環境になります。高校の場合は、2 単位の家庭基礎

と家庭総合に今の指導要領から 2 つに分かれていますが、生活におけ

る経済の計画というところが 1 番目に入っており、2 番目が消費行動

と意思決定、3 番目が持続可能なライフスタイルで環境のところにな

ります。 
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【小学校における金融経済教育】 

 
これは、学習指導要領の変遷ですが、昭和 31 年ぐらいから見てみま

したが、昔から計画的なお金、金銭の使い方、上手な使い方というの

がずっとあり、選び方とかだんだんと今言ったように、持続可能な社

会というところが入ってくるところが、異なっています。ただ、金銭

の使い方や買い物についてはずっと教えています。 

 

変わったところは、前は分野が違ったのですが、現行の小学校学習
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指導要領では、買い物の仕組みや消費者の役割というのが新しく作ら

れたというのが一番大きな違いになります。ただ時間がなくあまり教

えられないので、A、B、C の内容を連携してください、ということが

書かれています。つまり、衣食住で調理実習とかは食材を買ってくる

わけです。それは買い物じゃないですか。また、衣服のところは、例

えばエプロンを作るのですが、学校によりますが、好きな布を買って

きなさいというところもありますが、それが大変なので、エプロンキ

ットを買って、模様だけ違うというのもあるのですが、そこで実際に

自分がどれを買うかということを、ここと C の領域と考えられると一

番いいかなと思います。また、遠足とか、集団宿泊、いわゆる修学旅

行と合わせてくださいとあります。そうでなかったら十分扱えないで

す。 

 

 

そこで私たちは、キーワードを、今回東京書籍と開隆堂の 2 つの教

科書で一致する内容を整理しました。 
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そこで 6 時間しか授業時間数がないので、3 つぐらいの授業案を考

えましょうということで、実際にやってみました。 

 

 

1 つは、収入と支出、計画、貯蓄、予算と A 領域の家族を合わせた

「おこづかいちょう」を実際に学生と一緒に作ってみました。これは、

一週間の「おこづかいちょう」です。お小遣い帳は大体 1 ヶ月で行う

のですが、小学校ではそんなにお金の動きがあるわけではないのです

が、クイズがあったりして、毎日楽しめるようなものを作りました。 



小・中・高校における金融経済教育 

―18― 

 

やはりこういうのすると、お金の関心が高まったりするということ

と、大事なのは、教育的効果で、もちろん管理する能力は大事ですが、

非認知能力、つまり我慢する自制心ですね。これから特に課金という

ことを考えると、大事じゃないかなと思っています。そこがどう変化

したかということも、この「おこづかいちょう」を見ながら分析をし

ました。それが養うことができるということを論文として出していま

す。 
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保護者にもアンケートをしていますが、毎日コメント入れてください、

褒めてあげてくださいと言ったら、保護者からはあまり反応は良くなか

ったのですが、ただ、金融教育はどこで実施するのがよいかというアン

ケートをすると、87%が家庭というのです。やはり保護者も一緒になに

か連携できるような方法を考えていくのがいいかと思っています。 

 

 

 

同じように、小学校の先生は 1 人で全部教えているわけなので、社

会科とか算数科とかの内容を含めた修学旅行版「おこづかいちょう」
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を作り、その後どうだったか分析をしたら、反省しながらもうまくで

きたよというような生徒さんもいました。 

 

 

それからもう 1 つ行なったのが、学校教育用のガチャですが、これ

を使って課金のシミュレーション、自分がどれだけ課金を我慢できる

かとかいう予算計画ができるソフトを使わせてもらいました。 

 

上記の「たくさん集めて！水族館」（新谷洋介 2020）というもので、

最初に 500 円ぐらい、偽似硬貨みたいなコインがあり、300 円までは
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自由に使えるので、最初にどのぐらい何に使いますかみたいなことを

尋ねて、それでオッケーを押して自分の番号を押すと、ログインでき

ます。ログインして規約を読んで、300 枚までは無料ですよというの

を読んで、ガチャを回してみると、提供割合というのが出てきて、お

魚が出てくる割合が出てきます。第 1 位がたこさんウィンナー2%、サ

バとか小魚とかパーセントが出てきて、実際「ガチャ」を回すと、例

えばクラゲが出て、オッケーするとクラゲが水槽に入るという、そう

いう仕組みのものですが、300 円は自由にできるわけです。そのあと、

500 円のチケットは渡すけれども、使ってもいいし、使わなかったら

お小遣いになると言うのですが、そこで最初にどうしますかと言った

ら、皆さん、大体使わない、もったいないからとか言うのですが、こ

の 300 円の無料分をやるとどんどん使いたくなってしまいます。ここ

では算数の割合の計算と一緒に合わせて行いました。提供割合が 2%と

いうのは、100 回すると 2 回出てくるという割合のことを 5 年生ぐらい

で割合の計算をしますので、そういったことを勉強し、あともう 1 つは

「マシュマロテスト」というアメリカのものがありますので、それを見

て、自制心を教えて、その次にもう 1 回だけこの「ガチャ」をやるとい

う授業もしました。 
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この「マシュマロテスト」というのは、1 個のマシュマロを渡して、

約 20 分間それを食べるのを我慢できたら 2 個上げるよというものな

のですが、2/3 ぐらいが我慢せずに食べてしまう、というアメリカのも

のです。この研究では追跡調査をしていて、高校生になった時に、2 個

のマシュマロを手にした子どもの方が、大学の入試の点数が高かった

とか、あるいは、目標達成したとか、中毒（タバコ・酒・麻薬等）に

なるのに違いが見られたということがあり、それを見たあとに、もう

1 回子どもたちがやってみるということになります。 

 

 

それともう 1 つ、なんで引きたい魚が出てこないんだろうというこ

とを言って、確率の計算をするということで、そこで一等が当たる確

率はすごく低いのだとか、そういう実生活と確率を学ばせるというこ

とも行いました。 
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もう 1 つは、買い物疑似体験です。社会科なのですが、1000 円以内

でカレーの材料を購入しましょうというものです。お代わりすること

も考えてどうやって買い物するかという授業をやります。そうすると、

買い物が、家庭科だけではなくて社会科にも繋がってくる。つまり何

が言いたいかというと、家庭科だけでは金融教育はできませんという

ことです。時間的にもです。だから、いろいろなところでやらないと

いけないということです。算数のところでもできるということです。 

 

 

あとは修学旅行の時にも、家族のために買い物をするということも、

心を育てるという意味だと思います。自分が単に儲かるとかではなく

て、やはり心を育てるための金融教育をしていかなくてはいけないし、

それが認知能力の自制心や、環境に優しい生活とかいうことに繋がっ

ていくのではないかと思います。 
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買い物の観点が広がったりとか、予算を決めたり、非認知能力を高

めることで小学校ではお金に関する教育ができるのではないかと思っ

ています。 
 

 
それで作った尺度が簡単ですけども、「収入は次のうちどれですか」、

「働いているお金ですか」、「生活のために使うお金でどっちが支出と

収入ですか」、「支払方法」もプリペイドカードのこと、それから「売

買契約」についてです。小学校ではどれだけ学べたかということをこ

の尺度で測るということにしました。 
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【中学校における金融経済教育】 

 

次に中学校ですが、中学校も金銭の管理と購入というところが新し

く入ったところになります。あとがクレジットです。 
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三者間取引のクレジットも教えないといけないということで、中学

校の授業のキーワードを 5 時間目まで作って、領域の中でも他の所も

色々あり、いわゆる消費者被害もやらないといけないし、環境の所も

やらないといけないので、お金だけで 5 時間というのを組みました。

実際に学校の先生と話し合って、先ほど金融リテラシー・マップの所

で、生活設計と保険の所は中学校でほんとは入っていないと言いまし

たが、そこもやはり入れようということになりました。というのは自

分たちのお小遣いとかだけではなくて、中学生くらいはすでに、自分

がどういう生活をしていきたいかという夢を持ってます。それで、そ

の夢に向かっていくためにはどのくらいのお金がかかってきたり、今

自分が生活しているのはどのくらいなんだろうかとか、知ってもらっ

た方が良いんじゃないかということで、人生設計ゲームというのを私

が作って、アプリ版も作ったのですが、それを子どもたちに、人生の

三大費用を理解するために 1 時間目にやっています。その次に、10 大

費目という食費とか住居費とかというのがあるのですが、そういった

ところも自分で分類ができますか、ガスは光熱水道の中に入るのか、

それとも住居費に入るのかといったことがちゃんと理解できますか、

という授業をしました。それから支払い方法の特徴と仕組みというと
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ころで、難しいのですが、銀行、クレジットカード、投資についても

やりたいと思いました。なぜなら、高校生に投資の教育を 1000 人ぐら

いに行なったのですが、その時に非常に多くの高校生が中学生から習

いたかったと言ったのです。高校は 18 歳から契約ができるので、高校

生も投資ができるようになるのですが、やはり中学生からもっと知っ

ておきたかったという割合が高かったので、まずは高校でしっかりや

るけど、中学でも入れてもいいんじゃないということです。それから

商品の購入と購入方法というのは、大体冷蔵庫だとか、クーラーとか

そういったものを使うことが多いのですが、やはり子どもたちが一番

身近なスマホでやった方が面白いんじゃないということで、これは店

舗販売、無店舗販売を教えないといけないので、そこでシミュレーシ

ョンで勉強するということでやりました。最後にもう 1 回、投資、効

率的なお金の増やし方ということでやったらどうかという時間を組ん

だということになります。 

 

 

人生設計ゲームでは、結婚するとかしないとか、子どもを何人産む

とかいうことを選べます。車をどうするか、娯楽をどうするか、教育

費はどうするか、ということを選択した後にルーレットになっていて、
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ルーレットを押すと、地震とか泥棒とか色々起こってきます。保険に

入っていたら 300 万円までカバーできるという簡単なものなのですが、

ここで少し保険のことも紹介するということをしています。こういう

ゲームの中で、保険のありがたさといったことは教えられるのではな

いかなと思っています。最後に、残高金額によって結果を分けて、自

分でグラフ化して、友達のも見られて、友達と一緒にディスカッショ

ンできるというようなゲームを作りました。生徒は、使いきれないと

か、40 代 50 代で一気にお金が減ってくるとか、60 代になってくると

働かないのでお金が入らなくなってすごい大変だとか、せっかく家を

買ったのに地震になったけどこれどうするのか、もう 1 回買い直さな

きゃいけないみたいに、人生に色々あるとことに気づくということで

す。 
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2 時間目は先ほど言っていた 10 大費目です。例えば、5 人家族の家

計から、子どもたちがここもうちょっとこう直した方がいいんじゃな

いということをディスカッションしながら、1 ヶ月の家計について考

えてもらう。それから他にも、独身女性の状況を見て、転職した方が

いいんじゃないかとか、ランチを外で食べすぎなのではないかとか、

そういったことを子どもたちが考えながら、生活の中でバランスを取

って暮らしていける方法を考えるという活動です。感想を見てみたら、

やはり収入とか支出とかニーズウォンツとかバランスが大事というこ

とを書いていました。 
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3 時間目が契約についてです。ここのところは非常に難しいです。

クレジットカードを持っていないのに中学校で三者間取引を教えない

といけないからです。今はクレジットカードだけではなくて方法はた

くさんあります。大学生でもこんがらがっています。デビットカード

だとか様々あり、中学生も三者間取引に関する感想では、1.6%ほどし

か分かっていませんでした。 
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4 時間目は、QR コードでスマートフォンの購入を、どこで買うかと

いう授業です。店舗があるところで買うのか、店舗がないところで買

うのか、色々プランを考えて、あなたのプランはどれなのか選択しま

す。今は 85%ほどの生徒がスマホを持っています。 
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5 時間目は、投資と貯蓄のバランスについて話しました。家計簿を

つけてみる実践をしました。余ったお金をどうするのか、貯蓄するの

か、それとも投資に回すのか、ということで勉強してもらいました。

そこでやはりローリスクローリターンや、ローリスクハイリターンと

った貯蓄と投資のバランスのことも感想の中で書かれていました。最

後に中学校の尺度を作りました。収入と支出のバランス、ニーズとウ

ォンツ、クレジットカード、預金と投資のバランス、投資についてと

いうことで理解度を測りました。 

 

【高校における金融経済教育】 

 

最後に、高校についてです。現在分析している最中ですが、学習指

導要領の中では、リスクマネジメント、金融教育、保険商品、投資信

託などが追加されたというところが一番大きくて、メディアの方は特

にここの部分で投資を高校で教えるのか、家庭科で教えるのか、とい

った感じになりました。 
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今までの内容としても、学習指導要領の構成も 123 というのが

ABCD になり、小・中・高校が同じ分類になったというのが大きな変

化です。小学校も中学校も高校も全部家庭科は同じ内容で、1 つ目が

家族、2 つ目が衣食住、3 番目が消費生活と環境ということになりまし

た。特に、生涯を見通した経済や社会保障制度なので、保険のことな

どもここでかなり入れられるわけです。貯蓄や保険などの資産にも関

心を持たせるというところから資産形成に変わったということです。 
 

 

ただ、教科書でどのくらいの割合があるのかというと、お金に関す
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ることは教科書の中で 2.7%ほどしか扱われていません。AB の領域を

見ていただきますとかなりのページ数なのですが、経済のところは 6

ページほどしかないです。投資と言いますが、教科書には小さく赤か

黒字の太字で「投資信託」と書いてあるだけで、みなさんが教えてい

るかと言うと、そんなに教えてないのが実情です。 
 

 

 

ただ、公共のところでも B 領域で消費者主権というところがあるの

で、公共と合わせて教えていくというのが大事だと思っています。な
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ので、これも家庭科だけではなくて、公民科と一緒に内容を教えてい

くといいと思っています。 
 

 
カリキュラムマネジメントで考えていきますと、1 年生には公民科

と家庭科があり、2 年生、3 年生には公民科や数学、数 2B のところで、

利息計算について共通テストで出題されたことがありますが、そうい

う風にして、クレジットなどを教える時には、数学のところとうまく

合わせて教えていく。そしてプラスして、出前講義です。出前講義で

先生方が苦手なところを教えていくという形がいいと思っています。 
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私がこの間、高校に出前授業に行った時に聞いてみたところ、やは

り投資に関心があるという人はまだまだ少なくて、ただ、お金の増や

し方を知りたいと思っており、実際に授業前と授業後で聞いてみると、

投資は高校生からすべきか、と聞いたら、事後はすべきだとして考え

ている人が多くなりました。 

 

 

大学生約 440 人に、金融教育受けたことがあるか聞いてみたところ、

約 80%の人が受けたことがあり、投資にも関心があり、高校の時と中

学の時に習っていたり、社会科と家庭科で習っていたり、投資や資産

形成は約 80％の人が習いたいと思っており、してみたいという人もい

るということが分かりました。 
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では、学校の先生はどうなのかということで、2021 年、2022 年、

2024 年に岐阜県県下の高校の家庭科と公民科の先生全員にアンケー

トを取ったところ、金融教育に対する認知度は確実に上がっています。

金融教育を行なっている人も増えています。最近は少し家庭科が下が

りましたが増えました。 
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何を見てほしいかと言うと、何時間ぐらい費やしてますかという話

ですが、先ほど言ってたようにやはり 6 時間から 10 時間ぐらいとい

うのが平均でした。 

 

 

扱うのは、高校の公民科と家庭科です。国や企業の経済関係は公民

科で教えていて、家庭科は消費者関係のお金関係のところです。生活

に関することを家庭科で教えています。 
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金融教育を教える自信は、あまり自信がなく、特に民間保険、株式、

資産形成のところは自信がない家庭科の先生は非常に多いです。 
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そのため、やはり出前授業で、生命保険だとか金融関係のところを

教えていただけたらなと思っています。何が必要かと尋ねると、外部

の人と共同で行いたい。それから、教科書以外の教材が欲しい、が多

かったです。先ほど言いましたように、教科書はだいぶ前に作ってい

ますので古くなっているのです。そのため、今まさにある内容、今現

実にある内容を教えてほしいと思っています。 

 

 

高校公民科・家庭科教員が必要とする教材や支援

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

教科書での記述の充実

教科書以外（資料集・DVD等）の教材の充実

外部専⾨家（弁護⼠・⼤学・ファイナンシャルプ
ランナー等）との協働的な学習

校内での社会科（公⺠）・家庭科の協働的な学習

その他

家庭科 2024年度 家庭科 2022年度 家庭科 2021年度
公⺠科 2024年度 公⺠科 2022年度 公⺠科 2021年度

出典:堀江・⼤藪、⾼等学校公⺠科・家庭科における⾦融経済教育−学習指導要領導⼊3年後の状況−、中部消費者教育論集、第21号、13-26、2025
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そういったところで、高校の家庭科とそれから公民科で一緒に勉強

していったらいいということで 7 時間の授業案を新たに作成しました。

これは 1 時間目に衣生活からの流れで環境が入っています。そしても

う 1 回、中学校であまり分からなかった部分というところで、借り入

れや、消費者トラブルはしないといけないので 3、4 時間目が消費者ト

ラブル関係です。5 時間目がいわゆる給与明細を見て収入や支出の家

計について学び、6 時間目に先ほど中学校でも行っていた人生設計ゲ

ームです。それをやってもらい、そこで保険についても教えます。最

後に、人生に必要なお金をどのように用意したら良いのかを知るとい

うことで、預金と投資のバランス、保険、元本保障についても教える

ということを行いました。 
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それともう 1 つ、家庭科の先生だけではなく、公民科の先生と一緒

に共同で行いました。複合的、多層的に行っていくということが非常

に大事と思っています。A 領域、B 領域、C 領域を合わせながら、ま

た数学と公共と総合的な探求の時間というのを合わせながら、金融教

育のことを教えていくということが大事だと思っています。 
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そうして、預金と投資のバランス、借り入れ、保険、元本保障とい

うところを知っていれば、私はいいかなと思い、高校生用の尺度を作

りました。 
 

 
学習指導要領では、金融教育は主に家庭科と社会科で教えています

が、まだはっきりとどうすればいいかというのは出来上がっておりま

せん。金融教育の体系化というのがなかなか学校教育の中では出来上

がっていません。ただ、やはり、投資はこうしたらいいよ、といった

知識だけを教えるのではないと思っています。教育なので、本来人間



小・中・高校における金融経済教育 

―46― 

発達を目的とすべきと考えています。子供たちの発達段階に合わせて

学習指導要領はできています。小学 1 年生に突然割り算を教えるわけ

ではなく、まずは足し算から教えて引き算を教えて、としてやってい

るわけです。順番になっているのです。なので、その発達段階に応じ

て人間が発達する、心も発達していかないといけない、先ほど言って

たように、我慢するという非認知能力はすごく大事だと思っており、

対処療法的な知識提供にどうしてもなってしまうけど、そうではなく、

本当にゆっくり考えて、これがいいんだ、とか情報をどうやって取り

入れたらいいんだ、ということを理解してもらうことが一番教育とし

ては大事で、そこのところでいつも言うのは、金融を教えるための金

融教育ではなく、人間発達を促すための金融教育だと思っています。

環境教育も同じだと思っています。環境問題の解決のために環境問題

を教えるのだろうと通常は思いますが、本当は学校教育のところで教

えるというのは、人間発達をするために 1 つの題材として環境教育を

取り上げて、1 つの題材として金融教育を取り上げているのではない

かと思っています。そこが非常に大事で、対象療法的なことばかりし

ていると、今教えた子と 5 年後に出てきた子にはもう AI などで全然

違う社会が待っている中、そうした時に習ったことが全く生かせなく

ては、自分でそれを対処できなくなってしまうのではいけないと思い

ます。そのため、子どもたちの人間発達に軸足を置くことで、自分で

物事や情報を取り入れることができるようになり、そうするとどんな

に時代が変わっても、新たな情報を子供たちが、これが大事な情報な

のではないか、そしてこれをこういう風にして自分で咀嚼して、活用

していくことが大事なのではないかということを学んでくれると、社

会状況が変わっても、それを自分で活用できる子どもたちが育つので

はないかと思うので、そういう金融教育がやはり基本で、皆さんには

ご協力いただけたらありがたいと思っています。ご清聴いただきまし

てありがとうございました。 
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質疑応答 

（質問者 A） 

「子どもたちの人間発達に軸足を置いた金融経済教育が基本」とい

う点について、これは単なる知識の詰め込みや現時点での金融トラブ

ルへの対処法ではなく、子どもたちが将来社会の変化や新たな課題に

直面した時にも、自ら考え判断し、行動できる力を育むことが重要だ

という問題意識という風に理解しております。そこで 1 つ目として、

人間発達に軸足を置いた金融経済、金融経済教育とは具体的にどのよ

うな教育手法やアプローチを指すのか。2 つ目は小・中・高校の中で

金融経済教育の効果が特に高く、国として重点的に取り組むべきと考

えられる年代についてご見解をお聞かせください。 

 

大藪先生 

ありがとうございました。人間発達というのは、教育学の視点から

考えた時に 3 段階あると考えております。「現状把握」という今の状況

がわかるかどうかというのが最初のことで、例えばゲームして面白か

ったというのは、ここの「現状把握」の段階に留まっているというこ

とのです。その次が「価値の内面化」と言い、例えば人生設計ゲーム

をして、こんなにお金がかかるけど親はどうしているのだろうとか、

万が一、火事になった時はどうなるのか、と少し悩んだり、先生の言

っていることは本当なのかなど、「価値の内面化」というのが 2 つ目の

ところにあると思います。そこで葛藤しながら、最終的に自分がそう

だったらここのところが問題だと思ったけれど、では自分はどうしよ

うかというのが「自己創造」というところで、発達学的に考えると 3

つ目になるのですが、そこまで進んでいるかどうかというのをいつも

見ています。例えば、大学生や小・中・高校で教える時もですが、自

由記述は大事で、それを見て、今日は面白かったといっている児童・
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生徒は「現状把握」のところに留まっています。それが、先ほど言っ

ていたようにお金はどれだけかかっているのかとか、そういう少し疑

問に思ったりするというのがすごく重要だと思っています。そこまで

ちゃんと進められるような授業をしているかどうかということが、ゲ

ームをして終わりではなくて、では何がわかったとか、どこか何か質

問あるとか、こんなにお金がかかるのとか、こんなにもうかったけど

どうするのか、という言葉を拾い上げていくと、それは「価値の内面

化」まで進んでいます。それで子どもたちが、では自分はどういう人

生を送ろうかと考える「自己創造」のところまで行くかどうかという

とこをすごく大事にしてるので、その 3 段階が踏めるような授業構成

をしていくというのが私は大事かなと思っています。ただ単に自分は

こうしたいというだけではやはりだめで、やはり驚きなどの感情があ

り、悩んで葛藤しながら、ではこうしようという 3 段階がちゃん揃っ

ていることが大事と思っていて、そのような手法を考えればいいのか

なと思っています。それから、小・中・高校の中でどこが一番効果的

かということですが、一番効果的なのは幼児教育です。大学生でする

より幼児教育が一番効果があるという結果が出ています。小さい時か

ら、ただ単に勉強を教えるのではなくて、いろいろなことを経験する

というところが大事で、一緒に買い物に行くとか、お使いに行くとか、

自分で買ってきてとか、子どもにも色々計算させたりとか、お小遣い

をあげたりとか、お小遣いの中でやりくりするということを教えると

いうことを、小さい時から行っていくことが非常に効果的だというの

が明らかになっています。いろいろな経験をして、自然環境で遊ぶと

いったこともですが、それにプラスして小学校、中学校、高校のとこ

ろで知識がついてくるかということなので、本当は小さい時から先ほ

ど言っていたように非認知能力を高めていきながら、それを知識で自

分が活用できるような教育をしていくことが一番いいと私は思ってい

ます。 
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（質問者 B） 

金融経済教育において、外部専門家との共同的な授業や金融機関な

どが提供する教科書以外の教材を学校教員が選択する際に重視するポ

イントは何でしょうか。例えば、教材と共に学習指導要領に沿って学

習指導案などまで用意されている、もしくは、教育機関からの推薦な

ど、色々と視点があるかと思いますが、重視するポイントを教えてく

ださい。 

 

大藪先生 

一番大事なのは、まず自分が何を教えたいのかという点だと思いま

す。外部の人が持っているものはたくさんあるのですが、自分はどこ

ができなくて、あるいはどこをもう少しサポートしてほしいのかとい

うことが、それが提供できるところ、場所なのかどうか、教材なのか

どうかというのが一番大事だと思います。それともう 1 つ、私たちも

外部で出前授業をするときに思うのは、レベルが合っているかどうか

というのは重要で、すごくいい内容なのだけどこのクラスにはちょっ

と難しいとか、このクラスはものすごくよくできるから、こんな内容

ではちょっと困るというのがあるので、やはり事前に話し合いができ

るかどうかというところが大事です。私もいつも出前授業に行く時は、

どのくらいのレベル感ですか、どこまで教えていますかということを

必ず事前に聞いておきます。打ち合わせをするというのが一番大事で

す。その中で、例えば生命保険を教えますと言ったら、その前の時間

のときに、何か生命保険に関係あるようなところを出しておいて、そ

れで話が繋がっていくような、そういった風にしていくのが大事かな

と思います。その時に事前に、先生方として一番私が求めるのは、出

前授業をしてもらうときは、出前授業する金融機関の方とかはすごい

真面目でいらっしゃるので、生徒に対して丁寧すぎる部分があります。

説明はすごく上手なのですが、板書や子供たちの意見を拾ったりする
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のはやはり先生が上手なのです。だから、先生と一緒にやるというの

が大事だと思っています。外部の人に任せてしまわないことです。任

せてしまって、その時間は先生がいないとかいうところもあるのです

が、先生こそがそれを聞いて、次自分ができるようにならないといけ

ないので、出前授業の数が増えるというのは会社や提供者にとっては

重要でもあるのですが、本当は板書とか、生徒に当てるといったとこ

ろは先生に任せて、詳しい生命保険の仕組みについて教えてください

と言ったら、金融機関の方が出てきて話をしてくれるみたいな、掛け

合い漫才ではないけれど、そういう感じでする方がいいので、必ず先

生と出前の人との内容をすり合わせることが一番のポイントかと思っ

ています。 

 

（質問者 C） 

小・中・高校で教育を受けた金融関係のお勉強の内容が、その後ど

の程度定着していたらオッケーだとお考えですか。大学で大学生やゼ

ミ生と接していると、あまり知識として定着していないようにも感じ

ることがあるのでお尋ねさせていただきたいです。 

 

大藪先生 

難しいですね。私自身もあまり定着していないと思うので、人のこ

とは言えないかなと思うのですが、どこまでというよりも、絶対覚え

なくてはいけないとか、絶対知っておかなければいけないというよう

なことは教えても、それは 1 回では絶対に定着しません。私でも 1 回

聞いても、すぐ忘れたりするので。小学校、中学校、高校で、何回も

何回も教えることです。クーリングオフとかはみんな覚えているわけ

です。それはもう何回も何回もやるからで、それは絶対にここは教え

てほしいというのはもちろん入っていますが、それをみんなが何回も

やるので、みんな覚えているということなので、やはり基本のところ、
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一番大事なところというのは覚えててほしいけれど、あとのところは

変わってくるので、法律とかも変わってくるし、状況も変わってくる

ので、そこが変わるということを知ってほしいです。私は情報処理能

力をつけることが一番重要だと思ってて、ただ単なる知識ではなく、

自分で情報を取得できて、蓄積して、活用して、発信することができ

る。情報処理能力さえちゃんとしっかりつけていたら、どんなに法律

が変わり、社会が変わってきても、できるようになるのではないかと

思っております。あと 1 つ、生命保険文化センターと一緒に作ってい

る教材は、すごく良い教材なのですが、ただその教材があることを先

生方はなかなか気がつかないことが一番ネックかなと思っていて、や

はり先生方はお忙しいので、どこにどういう教材があって、このスラ

イドをこうやって使おうと検討するいう余裕がないので、あれだった

らすぐ使えるな、というのがあるということを情報としてもらえると

一番ありがたいかなと思います。 


